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　保育所給食において子どもの食事援助に直接関わる保育士は、食物アレルギーや誤嚥など子どもの生命に関
わるリスクを常に抱えながら、乳幼児一人ひとりの発達段階に応じた援助を細心の注意をはらって行ってい
る。本研究の目的は、保育所における食事場面に着目し、保育士が子どもの食事援助において抱えるストレス
および困りごとの実態を明らかにすることである。
　質問項目の精緻化を目的として、まず予備調査①としてAこども園の職員35人を対象に聞き取り調査を実
施した。保育士、栄養士、給食室職員35人にインタビューし、ストレスや困りごとを尋ねた結果、保育者は
「乳児クラスの月齢毎の支援の仕方が難しい」「苦手な食材が多い」「保護者との連携が難しい」「アレルギーの
ある子どもの対応」などが挙げられた。「食べられるようにしてあげたい」「食事のマナーを身につけて欲しい」
などの願いを持つ一方で、声掛けや食事マナーの指導など、保育士は多岐にわたるストレスを抱えていること
が明らかとなった。予備調査①の結果を踏まえ質問項目を作成し、予備調査②として２園55名の保育士を対
象に自記式質問紙調査を実施した。その結果、34名から回答を得られ（回答率61.8％）、約85％の保育士が食
事場面においてストレスや困りごとを感じていることが明らかとなった。特にストレスを感じる子どもの年齢
は多い順に１歳児、２歳児、０歳児といった低年齢児が多かった。食事場面にストレスや困りごとを抱えつつ
も、８割以上の保育士が「子どもの食事支援は好き」と回答し、その理由として「やりがいを感じる」「成長
に喜びを感じる」といった意見があった。
　これらの予備調査を踏まえて、全国の保育士を対象とした本調査を実施した。日本保育協会会員施設を対象
に調査協力を依頼しGoogleForm を活用して調査を実施した。529名から回答を得られ、その結果、食事場
面でストレスや困りごとを感じている保育士は393人（74.3％）であり、特に多かったのは、家庭の食習慣（保
護者の好き嫌いや食の無関心など）、次いで、偏食、好き嫌い、座り方、食べ方、食器や食具の持ち方、が主
要な要因として挙げられた。特にストレスを感じる子どもの年齢は低年齢児に多く見られた。他の保育活動と
の比較では、食事場面のストレスについて約半数が他の保育活動と同程度、約３割が他の保育活動の方が大き
いと回答し、食事場面のストレスだけが特段大きいわけではなかったが負担の大きい場面であることが示唆さ
れた。また、約85％の保育士が子どもへの食事援助は「好き」と回答しており、「成長が見られる」「食べる姿
を見るのが好き」「食べる楽しみを伝えたい」「子どもの自立に大切だから」といった意見があった。一方で、「命
に直結するため事故などがあるとよりストレスになる」「食の指導になり本来の楽しく食べるというねらいが
抜け落ちていく」という意見もあった。
　本研究により、保育士の約８割が子どもの食事場面でストレスや困りごとを抱えており、その背景が明らか
となった。保護者と連携して食育を推進する方法や、子どもの摂食機能獲得プロセスを理解し子どもを捉える
視点を保育士が獲得することにより、保育士の食事援助のストレスを軽減できる可能性も示唆された。今後
は、特に保育歴の浅い保育士へのフォローアップやキャリアアップの研修内容の充実が課題と考える。
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Ⅰ．緒言

　平成29年に告示された保育所保育指針１）および
幼保連携型こども園教育・保育要領２）によると、
保育所は「子どもが生涯にわたる人間形成にとって
極めて重要な時期に、その生活時間の大半を過ごす
場」であり、子どもが「健康、安全など生活に必要
な基本的な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を
培う」ことが期待されている。また、保育所が給食
を提供する意義として、乳幼児の発育・発達の役
割、食を通じた教育的役割、そして保護者支援の役
割の３点が位置付けられており、保育所給食は乳幼
児の心身の成長・発達にとって不可欠な機能を担っ
ている。
　平成14年11月、文部科学省、厚生労働省、農林
水産省の３省は食育推進連絡会を設置し、「食育」
の推進に力を入れることとなった３）。平成16年版
厚生労働白書４）によると、食育は「人間力を養う
柱」として「食に関する知識と選択する力を修得し、
健全な食生活を営む力を育てる」「食の安全の確保
のみならず心身の健康を確保し、生涯にわたって健
康で質の高い生活を送る基盤となる」と示されてい
る。
食育基本法（平成15 年法律第 48 号）の背景５）

には、「個食・不規則な食事」「栄養の偏り」「肥満・
生活習慣病」「食の安全・食の海外依存」「伝統的食
文化の喪失」があり、子どもを取り巻く食環境が大
きく変化したことにある。平成27年度乳幼児栄養
調査６）によると、子どもの朝食欠食や肥満・痩せ
などが課題となっている。朝食欠食は6.4％、幼児
身長体重曲線を用いた肥満度は、ふつう（肥満度 ±
15％）の子どもの割合は92.4％、肥満度が +15％以
上の子どもの割合は4.9％、肥満度が―15％以下の
低い子どもの割合が 2.7％であった。朝食を「必ず
食べる」保護者の子どもは朝食を必ず食べる割合
が95.4％と最も高く、一方、朝食を「ほとんど食べ
ない」「全く食べない」保護者の子どもで朝食を必
ず食べる子どもの割合はそれぞれ８割に満たない結
果であり、子どもの食習慣は保護者の食習慣に委ね
られていることがわかる。食事の欠食による栄養不
足・栄養バランスの乱れ、不規則な食事や不適切な
間食による肥満や痩せの発現など、子どもの発育や
健康状態は食事の栄養状況と密接に関係している。
平成31年度（令和元年度）文部科学省「全国学力・
学習状況調査」７）によると、毎日朝食を食べる小・
中学生の割合は年齢が上がるにつれて減少してい
る。食習慣の基礎が身につく乳幼児期こそ、保育士

および保護者の適切な食事援助が重要と考えられ
る。そして、体を作る重要な時期の子どもに適切な
食事と食の知識を修得する機会を与え、その子ども
が大人になったときに自分の体を労り病気を予防す
る食生活を送ることが出来るのが食育基本法のねら
いでもある。
當房らは、子どもの偏食の要因に、家庭の食生

活におけるコミュニケーションが低いこと、保護者
の食への関心が低いこと、そして保護者の偏食を挙
げている８）。子どもが食べる機能を獲得し、好き嫌
いなく食べることは、食育がめざす「生きる力」を
養うことであり、保育所は子どもの「食を営む力」
の基礎を培う重要な生活の場である。石見・吉澤は、
保護者への食教育の実践として給食懇談会を実施
し、保育所での子どもの食事の様子を見てもらい、
実際に給食を体験してもらった結果、保護者の意識
が高まり、子どもの食教育に効果があると示唆して
いる９）。保護者全体に対する保育所からの食育だよ
りなどの通信や保護者会を通して、保護者同士の連
携や保護者の積極的な関わりが期待できる。
保育士は、子どもが年齢に応じた食のスキルを

獲得し心身ともに健康な生活を送るために、なんで
も好き嫌いなく食べて欲しいと願う一方で、遊び食
べ、食べむら、偏食、好き嫌いといった発達段階で
見られる食の課題にも直面している。村田は、保育
者は他の職業の人より心身ともに健康でいることが
求められ、多くの不快なストレスを受けているこ
と、保育技術に不安がある保育士ほどストレス症状
が強い、と指摘している10）。また、森は保育者の職
務内容別のストレスを比較検討し、昼食前・昼食
時・昼食後のストレスが高く、特に３歳未満児を担
当する保育士に昼食時のストレスが有意に高い傾向
があると示唆している11）。
保育所における子どもへの食育・食事援助は、

保育士だけではなく栄養士や調理士などの多職種が
連携して行われている。しかし、食事場面で子ども
の食育・食事援助に直接関わるのは保育士であり、
特に低年齢の子どもは発育・発達の個人差が大き
く、乳幼児一人ひとりに寄り添った対応が求められ
る。保育現場の配置基準では、０歳児は子ども３人
に対し保育士１人、１歳児および２歳児は子ども６
人に対し保育士１人での対応が求められ、この矛盾
した現状において食事援助を行う保育士には大きな
ストレスがかかると考えられる。こうした保育活動
の中で、特に保育士の食事援助に焦点をあてた研究
は十分とは言えない。そこで本研究では、食育の実
践者でもある保育士の子どもの食事場面で抱えるス
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トレスや困りごとについて実態を調査し、キャリア
アップ形成（あるいは保護者支援）の基礎資料とす
ることを目的とした。

Ⅱ．方法

本研究では、保育士が子どもの食事場面で感じ
るストレスや困りごとの実態を把握するために、質
問項目の検討のための予備調査①（聞き取り調査）、
予備調査②（自記式問紙調査）および、全国の保育
士を対象とした本調査（全国調査）の三段階で構成
した。

１．対象者および調査方法
１）予備調査①（聞き取り調査）

2025年４月～５月に、Ａこども園の職員35人を
対象に「子どもの食事時間に感じるストレスや困り
ごと」について聞き取り調査を実施した。０歳児～
５歳児各クラスの保育士および給食室・栄養士に調
査の趣旨を説明し、どのような場面でストレスを感
じるか、困っていることはあるか、インタビュー
を行った。35人から回答を得られ（回答率100％）、
得られたデータは質問紙作成の基礎資料とした。
２）予備調査②（自記式質問紙調査）
予備調査①の結果をもとに質問項目を検討し、

子どもの食事場面において保育士が感じている具
体的なストレスや困りごとについて、2025年10月
～ 11月、Ａ園とＢ園の保育士55名を対象に自記式
質問紙調査を実施した。質問項目は、対象者の属性
（性別、年齢、保育歴、役職、担当する子どもの年
齢、勤務形態）、「食事援助の場面についてストレス
を感じたり、困ったことはありますか」を尋ねた。
「はい」と回答した場合は、「ストレスを感じる環境」
７項目、「ストレスを感じる食事場面」８項目、「特
にストレスを感じる子どもの年齢とその理由」、「食
事場面のストレスは他の保育活動のストレスより大
きいか」を、「いいえ」と回答した場合はその理由
を尋ねた。さらに全員に「子どもに食事支援をする
ことは好きですか」と尋ねた。34人から回答を得
られ分析対象および本調査の項目作成の資料とした
（回答率61.8％）。

３）本調査（全国調査）
本調査は2025年12月５日～ 12日に、日本保育協

会会員施設9,224施設を対象にＦ－ｎｅｔ（会員向
け情報提供サービス）を通じて調査協力の依頼を行
い実施した。回答はGoogle Formにより回収した。

質問項目は、属性（性別、年齢、保育歴、役職、担
当する子どもの年齢、勤務形態）、「食事の場面でス
トレスを感じたり、困ったことはありますか」と尋
ねた。「はい」と回答した場合は、「ストレスを感じ
る環境」７項目、「ストレスを感じる食事場面」９
項目、「特にストレスを感じる子どもの年齢（複数
回答）と内容（自由記述）」、「食事場面のストレス
は他の保育活動のストレスより大きいか」を尋ね
た。「食事の場面でストレスを感じたり、困ったこ
とはありますか」に対して「いいえ」と回答した場
合はその理由を尋ねた。最後に、全員に「子どもに
食事援助することは好きですか」について、それぞ
れ当てはまる項目を選択および自由記述とした。回
答を得られた529人を分析対象とした。結果はMic-
rosoft Excel 2019および IBM SPSS Stastics26.0を
用い単純集計およびクロス集計を行った。

２．倫理的配慮
本研究は日本保育協会保育科学研究所倫理委員

会の承認を得て実施した。また、予備調査において
は、アンケート用紙の書面で倫理的配慮として、回
答は任意であること、回答しなくても不利益は生じ
ないこと、個人が特定されない識別番号を付与し統
計処理すること、回答の提出をもって同意を得られ
たとすることを文書で説明した。（秋草学園短期大
学研究倫理審査委員会の承認：第2025-07）。本調査
においても同様に、調査の趣旨を説明し、回答は自
由意志であり回答しなくても不利益は生じないこ
と、無記名式およびメールアドレスの収集はなく個
人が特定されないこと等を明示し、回答をもって研
究参加に同意を得たものとした。

Ⅲ．結果

１．予備調査①（聞き取り調査）
１）予備調査①では35名の職員から回答を得られ
た。子どもの年齢ごとの回答結果は次の通りであ
る。
①　０歳児では、「月齢による援助の仕方の難しさ」

「家庭の離乳への理解」「家庭での食材の偏り」
「食具の使用への理解」「夕食をおやつしか食べ
ない」「咀嚼への促し」「丸飲み」といった保育
園での対応のほかに「家庭との連携」があった。

②　１歳児では、「子どもが食べていると咳やくし
ゃみが介助している大人にかかる」「お茶や水が
苦手な子どもが夏の水分補強を嫌がる」「体験が
少なくて、食べることのできる食材が限られて
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いる子の援助」「食後の掃除」「食事内容がおや
つになっている子への対応」があった。

③　２歳児では、「楽しみながら食事ができるよう
にすること」「食べることができるように声をか
け続けないと食べることができない」「保護者の
食事に対する応援は望めないこと」「食具の応援
は家庭との連携が大切なのに、それが難しい」
「苦手なものが多すぎる子どもの食べることの
できる食材がない」「食べることを応援すると虐
待といわれるとなると食べることを応援するこ
とができないので、苦手なものが増えていく」
「食べこぼしが多い」「声をかけられることに抵
抗のある子を援助すること」「体力のない子は食
事になると寝てしまう」があった。

④　３歳児では、「大人が子どもより遅く食べ始め、
早く食べ終わり対応できるようにすること」「献
立による個人差への対応」「食べこぼしの処理や
掃除」があった。

⑤　４歳児では、「静かにするまで時間がかかる」
「注意を一回で聞けないから、こぼす」「配膳の
時にスムーズに進まない（うるさい、ふざけ
る）」「話をしていて食事が進まない」「毎日残食
がある」「ふざけて食事が進まない」があった。

⑥　５歳児では、「ずっとしゃべっていて食事が進
まない」「声をかけても知らん顔して、食事の時
間だけが過ぎている」「食事中の大騒ぎ」「人に
よって態度をかえる」「家庭での食事では立ち歩
いているらしいので、園では座っているからい
いとするのか悩む」「アレルギー児のおかわりが
恐怖、本当はダメと言いたい」があった。

⑦　給食室・栄養士では、「餅・トマト・ブドウの
次は何がだめになるのか」「アレルギーの子ど
もの食事は調理する場所も鍋も全てを別にして
いるが、１００成功しても１回失敗したらだめ
なので神経をすり減らす」「宗教的に食べるこ
とができない食材や調理方法が細かすぎる子に
は、給食対応が難しい」「全園児に、アレルギー
のある子に合わせた食材しか提供しない園があ
ると聞いた。それのほうが安全だが、いいのか
と悩む」「咀嚼がうまくできず食がすすまない。
園で窒息したら怖いから、全てミキサーにかけ
て全園児が介護食に近いものになっている園が
ある。家庭でも、園でもやらなくなったら子ど
もがどうなるのか、どこまで対応したらいいの
か」があった。

０歳児、１歳児では発達に応じた援助の難しさ
が、２歳児では偏食などへの声掛けおよび家庭との

連携の難しさが、３～５歳児では食事中のふざけな
どの食事マナーが課題として挙げられた。また、ア
レルギーのある子どもへの対応として調理側が抱え
る様々なストレスも報告された。
２）予備調査②（自記式質問紙調査）
対象者は全員女性であり、平均年齢は36.5歳、

平均保育歴は12.0年であった。回答者34人のうち
29人（85.3％）が食事場面で何らかのストレスや困
りごとを感じていた。環境面では、保育室の食環境
（机や椅子）、給食室との連携、同僚との連携は少
なかった一方で、多い順に、家庭の生活リズム（25
人、86.2％）、家庭の食環境（保護者の好き嫌いや
食の無関心、25人、86.2％）子どもへの援助（22人、
75.9％）、家庭との連携（22人、75.9％）が多かった。
食事場面では、食べない・飲まない（26人、89.7％）、
好き嫌い（24人、82.8％）、食べ方（23人、79.3％）、
食器や食具の持ち方（22人、75.7％）、座り方（21
人、72.4％）、偏食（19人、65.5％）子どもへの声掛
け（18人、62.1％）、摂食機能に関しては13人（44.8
％）あった。一方、ストレスや困りごとを感じてい
る29人のうち24人（82.8％）は「子どもの食事支
援は好き」と回答している。その理由として、「食
べられるようになる姿を見るのが嬉しい、」「成長に
喜びを感じる」、「やりがいを感じる」、「楽しい」な
どが挙げられた。
食事場面のストレスと他の保育活動のストレス

を比較したところ、「食事時間のストレスの方が大
きい」と回答したのは３人（10.3％）、「他の保育活
動のストレスの方が大きい」と回答したのは８人
（27.6％）、「どちらのストレスも同程度」と回答した
のは17（93.1％）人であった。また、食事場面でス
トレスを感じたり、困りごとは「ない」と回答した
５人の理由として、「子どもの意思を尊重している」、
「無理をさせると不適切保育になるから」、「食事は
楽しむことが大切だから」、「食事は家庭で学ぶべき
だから」が挙げられた。
特にストレスを感じる子どもの年齢は、多い順

に１歳16人（55.2％）、２歳13人（44.8％）、０歳９
人（31.0％）と低年齢児に多く見られた（複数回答）。
自由記述の中に質問項目になかった「アレルギー」
に関する記述が多く、本調査の質問項目に追加し
た。保育士は、「食べられるようにしてあげたい」「食
事マナーを身につけてほしい」などの願いを持つ一
方で、様々なストレスや困りごとを抱えていること
が明らかとなった。また、予備調査における自由
記述では、「家庭との連携が難しく、連絡帳などの
文面でのやり取りで分かってもらえているか悩む」
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「家庭と園との子どもの姿の違い」といった「家庭
との連携」についての困りごとが複数回答見られ
た。さらに、「食事を含め大変だなと感じることも
ありますが、‘’ ストレス ‘’ という捉え方ではないと
思う」といった記述も見られる等、選択式調査では
把握できない実態の存在も示された。そこで、この
予備調査で明らかになった保育士の様々なストレス
や困りごとに加え、連携についての項目と自由記述
を本調査項目の内容にとして設定した。

２．本調査（全国調査）
１）対象者の属性（Figure�１、Figure�２）
対象者529人の属性は、女性483人（91.3％）、男

性41人（7.9％）であり、平均年齢は45.3±13.3歳、

平均保育歴は19.9±12.2年であった。担当する子ど
もの年齢（複数回答）は、０歳児71人、１歳児70
人、２歳児61人、３歳児54人、４歳児43人、５歳
児39人、フリー（その他）263人であり、フリーの
うち126人は園長、理事長、施設長などの役職者で
あった。対象者の年代別内訳を Figure １に、担当
する子どもの年齢（複数回答）を Figure ２に示し
た。

２）食事場面でのストレスおよび困りごと（Table�
１、�Figure�３）
「食事の場面でストレスを感じたり、困ったこと

はありますか」への回答では、「はい」が393人（74.3
％）、「いいえ」が139人（25.7％）であり、保育士
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Figure�１　対象者の年代別内訳（n）

Figure�２　担当する子どもの年齢（複数回答）（n、％）
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の約３/４がストレスや困りごとを抱えていた。「は
い」と回答した393人に、A保育環境①～⑦項目お
よび B子どもの食事場面①～⑨項目について、「ス
トレスを感じたり、困ったことはありますか」と尋
ねた。質問項目毎の結果を Table １に示した。A
保育環境の項目では、予備調査と同様に、①保育室
の食環境（机や椅子）、②給食室との連携、③同僚
との連携は35％以下と比較的少なかった。一方で、
④子どもへの援助（84.2％）、⑦家庭の食環境（保
護者の好き嫌いや食の無関心、76.8％）、⑥家庭の
生活リズム（71.8％）、⑤家庭との連携（67.9％）が
多く挙げられた。
B子どもの食事場面の項目では、②偏食（81.9

％）、⑦家庭の食習慣（75.1％）、①好き嫌い（68.2
％）、⑥座り方（64.9％）、④食べ方（64.6％）、③食
器や食具の持ち方（54.5％）、⑧子どもへの声掛け
は半数以上が「はい」と回答していた。一方で、⑨
アレルギーについては半数以下の回答で、⑤摂食機
能については最下位のストレス及び困りごとである
ことが明らかになった。

また、特にストレスを感じる子どもの年齢を尋
ねた。結果を Figure ３に示した。１歳児（55.2％）
が最も多く、次いで０歳児、２歳児と３歳児であっ
た。自由記述で、子どもの年齢毎に困っていること
を尋ねた。０歳児が85件、１歳児が105件、２歳児
が97件、３歳児が57件、４歳児が32件、５歳児が
37件であった。内容においては最もストレスや困り
ごととして高かった「④子どもへの援助」特に「②
偏食（81・９％）」に関して、例えば「手で嫌いな
ものを捨てる」「好き嫌いの激しい子への食べさせ
方」といった姿が最も多くあげられていた。次いで
「⑤家庭との連携」「⑥家庭の生活リズム」「⑦家庭の
食習慣」に関する内容も「食に無関心な保護者との
かかわり方」「朝ご飯を食べられないまま登園する
ご家庭」といった文言で、多く挙げられていた。

３）食事場面と他の保育活動のストレスについて
（Table�２）
食事場面のストレスと他の保育活動のストレス

の大きさを比較した結果を Table ２に示した。393
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人のうち約半数の196人（49.9％）が「食事場面の
ストレスは他の保育活動と同程度」であった。「他
の保育活動のストレスが大きい」が117人（29.8％）、
「食事場面のストレスが大きい」が67人（17.0％）
であった。

４）食事場面でストレスや困りごとがない理由
（Table�３）

「食事の場面でストレスを感じたり、困ったこと
はありますか」に対して「いいえ」と回答した139
人に理由を尋ねた。結果を Table ３に示した。多
い順に、「子どもの意思を尊重している」が134人
（96.4％）、「食事は楽しむことが大切だから」が113
人（85.0％）、「無理をさせると不適切保育になるか
ら」が110人（79.1％）、「食事は家庭で学ぶべきだ

から」39人（29.3％）、未回答は３人（2.3％）であ
った。
また、子どもの食事場面において、ストレスや

困りごとがない理由における自由記述には、「食べ
なければいけないとは考えていない」、「無理やり指
導することはない」、「無理強いしたくない」といっ
た内容が複数回答見られた。ここから、「無理」が
ストレスや困りごとを招いている可能性が示され
た。そして、「乳幼児の食の好みは、発達において
も成長の途中であるので、あまり無理やり指導する
ことはない」といった内容や、「保育士が考えて取
り組めるよう大学や現場研修で育てるべき」といっ
た内容も見られた。すなわち、乳幼児の摂食機能の
発達を理解することで、ストレスや困りごとにつな
がらない可能性も示された。更には、保育士のキャ
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Table�２　保育歴毎の食事場面のストレスと他の保育活動のストレスの大きさの比較（n=375）

Figure�３　特にストレスを感じる子どもの年齢（複数回答）n=393
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リアアップ形成（保護者支援力向上）を望む現場か
らの声が明らかになった。

５）子どもへの食事援助について（Table�４）
回答者全員に「子どもに食事援助をすることは

好きですか」と尋ねた。結果を Table ４に示した。
529人のうち452人（85.4％）が「はい」と回答して
いる。ストレスや困りごとを感じている393人のう
ち326人（83.0％）は「好き」と回答し、その理由
として「食べられるようになるのを見ると嬉しい」、
「成長が見られる」、「食べる姿を見るのが好き」、「食
べる楽しみを伝えたい」、「子どもの自立に大切だか
ら」などが挙げられた。一方で、「命に直結するた
め事故などがあるとよりストレスになる」といった
意見もあった。「いいえ」と回答した理由では「一
番バタバタする時間で人員が欲しい」、声掛けが難
しい」、「事故の危険性が高い」、「命に直結するので
恐怖心の方が大きい」、「個々への援助が難しい」、「保
護者が足並みを揃えてくれない」、「食の指導になり
本来の楽しく食べるというねらいが抜け落ちてい
く」といった意見もみられた。

Ⅳ．考察

　保育所では、乳幼児が望ましい食習慣の基礎を身
につけ、子どもが食を通した心身の健康づくりに積
極的に取り組めるよう、食に関する様々な食の指導

や食育活動に取り組んでいる。しかし、保育活動は
食に関するものだけではなく、日常の保育活動と同
様に保育の目的を明確に示し保育計画の立案が求め
られている。「楽しく食べるために～食から始まる
健やかガイド～」（平成16年）12）では、食べること
は生きるための基本であり、子どもの心身の発達に
とって欠かせないものであり、「いつ」「どこで」「誰
と」「どのように」食事をするかが重要とされてい
る。さらに、食事は毎日行う重要な生活行動の一つ
であり、豊かな食の体験を積み重ねてこそ子どもが
生きるために必要な「食のスキル」を獲得すること
ができる。また、「楽しく食べる子どもに～保育所
における食育に関する指針～」13）によると、食育
は家庭や地域社会と連携し、保護者の協力のもと、
保育士だけではなく、栄養士、調理士、看護師など
の職員がそれぞれの専門性を活かし進めるものであ
るが、実際には保護者との連携に課題を抱える保育
士は少なくなかった。保護者に関する自由記述で
は、家庭と連携がとりにくい理由として、多国籍化
による意思疎通や宗教上の問題、食に関心がない、
または、食へのこだわりが強い（無添加など）、考
え方が園の方針と異なる、などが挙げられ、これら
は保育士が担う子どもと保護者への食育の域を超え
ていると考えられえる。
保育士が食事場面でどのようなストレスや困り

ごとを感じているかについて調査した結果、保育士
の約８割が何かしらのストレスや困りごとを抱えて
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Table�４　子どもに食事援助することは好きか（n=529）



101

いることが明らかとなった。そのストレスは他の保
育活動と比較して特段大きいものではなかった。子
どもの「食を営む力」を育むためには保育士だけで
はなく家庭との連携も重要であり、保護者と連携し
て食指導にあたることが重要なキーとなっている。
「保育所と家庭で子どもの姿が異なる」という回答
もあり、家庭との連携の難しさを感じている保育士
も少なくない。保育士がストレスを感じる環境要
因に、「子どもへの援助」に次いで「家庭の食習慣」
が挙げられた。「家庭の食習慣」は、保護者の偏食
や好き嫌いといった食嗜好、食事の欠食や食事時間
の乱れなどの生活習慣・食習慣などが考えられ、保
護者の食への関心の低さなど、家庭環境に起因する
要因も影響していた。これは、當房ら８）が指摘す
る「家庭の食生活におけるコミュニケーション不
足」や「保護者の食への関心の低さ」が偏食の一因
という先行研究とも一致している。保護者の食の関
心を高める保護者向けの食育実践により、子どもの
年齢に応じた関わり方の情報を共有し理解を得やす
くなるであろう。
特にストレスを感じる子どもの年齢は１歳児の

割合が最も多く、自由記述では「好き嫌い」「偏食」
「イヤイヤ」「アレルギー」「遊び食べ」「家庭」など
の語句が多く見られた。保育士がストレスを感じる
子どもの年齢が低年齢児に多かったことは、摂食機
能が未熟な子どもに対して、発達段階に応じた個別
援助の必要性が高いことを示している。これらは森
11）が指摘したように、３歳未満児の食事援助は保
育士の負担が大きいことを改めて示唆している。さ
らに、保育士が子どもの摂食機能獲得プロセスにつ
いて深く理解していないことが保育士自身のストレ
スおよび困りごとの誘因となる可能性も示唆され
た。
乳児は生まれてすぐ母乳または育児用ミルクを

飲むための原始反射（哺乳反射）を有する。そして、
原始反射が消失する５、６ヶ月頃から18 ヶ月頃ま
での約１年間、離乳食を経験しながら幼児食を食べ
るための摂食機能を獲得する。この間、子どもは初
めて口にする食品が増え、その環境によって味覚の
嗜好学習や嫌悪学習が行われるが、好き嫌いなどは
発達によって改善されると考えられている。それに
は、保育士や保護者の声掛けや表情、一緒に食べる
家族や友達の好き嫌いや偏食、欠食などが大きく
影響する。平成27年度乳幼児栄養調査６）によると、
０～２歳児を持つ保護者の離乳食について困ったこ
ととして多い順に「作るのが負担、大変」（33.5％）、
「もぐもぐ、かみかみが少ない（丸のみしている）」

（28.9％）、「食べる量が少ない」（21.8％）であった。
その他には、割合は少ないが、「食べ物の種類が偏
っている」、「食べるのを嫌がる」、「食べ物をいつま
でも口にためている」などがあり、保護者の約 75
％は離乳食について何らかの困りごと抱えていた。
保育士が特にストレスを感じる子どもの年齢も、

保護者と同様に、こうした哺乳機能から摂食機能へ
移行する、０、１歳児であった。この時期の摂食機
能の発達には、口腔や顎だけではなく、手指の発達
も重要である。離乳食に慣れてきた９ヶ月頃になる
と、子どもは食べ物に興味を示し、自分の手で食べ
物を掴んで口まで運ぼうとする「手づかみ食べ」が
始まる。本研究でも、こうした摂食機能獲得時期の
困りごとに、「散らかす」、「食後の掃除が大変」とい
う意見があった。しかし、こうした摂食機能獲得時
期の子どもにとって、手づかみ食べは、食べ物を目
でとらえ、掴んだものを口まで運ぶという協調運動
や感覚機能の発達に重要な役割を果たしている。子
どもは、どのくらいの食材の大きさが自己の口腔内
に適しているのか、どのくらいの距離を運ぶと食材
が口腔内に入るのか、どのように舌や筋肉を動かす
と体内に移動するのかなどを繰り返すことで学んで
いく。保育士がストレスを感じる項目として、「遊
び食べ」、「食具の持ち方」、「食べない」、「椅子に座
れない」といった、摂食機能獲得におけるプロセス
の具体的な子どもの姿があり、この摂食機能獲得プ
ロセスが本研究の結果 Table３の③「食器や食具
の持ち方」④「食べ方」の困りごとを生み出してい
ると考えられる。また、咀嚼や嚥下、味覚の発達に
ついても、順調な時と躓いているように見える時期
とがある。これが、Table １の①「好き嫌い」②「偏
食」の困りごとを生み出している。これらの困りご
とは、子どもの摂食機能獲得プロセスに見られる
具体的な子どもの姿である。ところが、Table １の
⑤「摂食機能」を見ると、ストレスおよび困りごと
の中では最下位であった。すなわちこれは、子ども
の摂食機能獲得およびそのプロセスについて現場で
は理解されていない可能性を示唆している。さらに
は、自由記述で示された、摂食機能の発達や獲得に
ついて理解が深まっていない現状が「無理」につな
がり、保育士のストレスや困りごとの誘因となる可
能性も考えられる。だからこそ、保育士がこうした
子どもの摂食機能の獲得について知識を深めること
は、保育士のストレス或いは困りごとのように見え
る様々な反応が発育・発達に欠かすことができない
重要な体験であると知ることになる。そして保育士
が、子どもを捉える視点をさらに獲得することが、
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保護者と連携して食育を推進することに他ならない
と言えよう。
一方、ストレスや困りごとを抱えながらも多く

の保育士が子どもの食事援助を「子どもの成長が見
られて嬉しい」「やりがいを感じる」と捉えている
点に注目したい。食事援助は子どもの成長を直接的
に見守ることが出来る場所であり、保育士にとって
はストレスだけではなく、やりがいを感じる時間で
もある。しかし、保育歴が５年未満の保育士は、食
事場面のストレスを他の保育活動のストレスより大
きく感じていた。森は、保育の仕事に満足してい
る、やりがいを感じる人ほどストレス症状が弱く、
子どもに対して「話を聞いてくれない」などのネガ
ティブなイメージを持つとストレス症状が強くなる
と指摘している９）。保育歴が浅い保育士ほど保育技
術に不安を持ちやすく、摂食機能を含めた子どもの
発達を捉える視点を獲得出来ていないことも多く、
子どもの発達における具体的な姿への理解も浅くな
ると考えられる。井上の、中堅の保育者の離職しな
い要因の１つに保育者として子どもを捉える視点の
獲得がある14）という指摘を踏まえると、保育士と
しての経験とスキルアップ、特に子どもの摂食機能
獲得を含む発達を理解することで、子どもを捉える
更なる視点を獲得でき、保育士が直面する様々なス
トレスや困りごとの軽減につながると考えられる。
　現在、保育士養成課程では、「食」について専門
的に学ぶ科目は「子どもの食と栄養（演習）」のみ
となっている。実際に調乳や離乳食を調理、試食す
るなどの実践を通して子どもの摂食機能獲得プロセ
スについて理解する機会を持たないまま保育士と
して現場に出る場合が多いであろう。「子どもの保
健」「乳児保育」「健康」においても調乳や生活習慣
の確立など学ぶ機会はあっても、直接食事を指導す
る上で必要な知識の修得や実践は難しい。さらに、
保育歴が浅い保育士は、様々な年齢の食事援助に慣
れておらず、子どもの摂食機能の発達における食事
援助の見通しが十分ではないため、よりストレスや
困りごとを感じやすいと考えられる。保育歴にもよ
るが、低年齢児の子どもの対応には、個別に援助で
きる摂食機能発達に関する知識とスキルが必要であ
り、３歳以上の子どもには「食べさせる」食事援助
ではなく、保育士が手本を示したり、「楽しく食べ
る」「子どもの傍で見守る」ことで子どもと保育士
が安心感を得ながらともに過ごす食事時間が大切な
のではないだろうか。子ども一人ひとりに寄り添っ
た食事援助は、子どもが適切な時期に摂食機能を獲
得することにつながるが、このような保育士養成課

程における課題をも踏まえ、保育士が子どもの摂食
機能の発達について知識およびスキルを修得するこ
とも、食事場面で抱えるストレスや困りごとの軽減
の一助となると考えられる。

Ⅴ．結論

本研究では、保育所における子どもの食事場面
に着目し、保育士が抱えるストレスおよび困りごと
の実態について調査を行なった結果、保育士の約８
割が食事場面において何らかのストレスや困りごと
を抱えていることが明らかとなった。食事場面で保
育士が感じるストレスは他の保育活動と比較して特
段大きいわけではないものの、食事はアレルギーや
誤嚥をはじめとする生命に関わるリスクを伴う保育
活動の一つであり、保育士が高い緊張感を持って臨
んでいる可能性が示唆された。特にストレスを感じ
る子どもの年齢は１歳児の割合が最も多く、１歳児
は離乳食から幼児食へと移行する摂食機能の獲得に
重要な時期にあたる。摂食機能および摂食行動の発
達には個人差が大きく、また、初めて食べる食品が
増え、味覚の嗜好学習も始まる時期でもある。それ
にもかかわらず、子どもを捉える視点として子ども
の摂食機能獲得プロセスにおける理解が深まってい
ないことが、保育士のストレスや困りごとの誘因と
なる可能性も示唆された。本研究の限界点として、
対象者は全国の保育士の約3.1％であること、担当
する子どもの年齢や保育歴等によるストレスの有無
や大きさについての検討には至らなかったこと、な
どが挙げられる。しかし、本研究により、保育士が
食事場面でストレスを感じやすい背景が明らかとな
り、保護者と連携して食育を推進する方法や、子ど
もの摂食機能獲得プロセスを理解し子どもを捉える
視点を保育士が獲得することにより、保育士の食事
援助のストレスを軽減できる可能性も示唆された。
今後は、特に保育歴の浅い保育士へのフォローアッ
プやキャリアアップの研修内容の充実が課題と考え
る。
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